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日本行動計量学会第 41 回大会開催報告 

第41回大会実行委員長 菊地賢一 

9 月 3 日～6 日の日程で，東邦大学習志野キャ

ンパスにおいて，第 41 回大会を開催させていた

だきました．参加者は，チュートリアルセミナー

が72名，大会が332名で，延べ404名となりま

した．特別セッションは 18，一般セッションは

10，合わせて 28 セッションの研究発表が行われ

ました．たくさんの方々にご発表，ご参加いただ

きまして，誠にありがとうございました．堅苦し

い巻頭言は，ここまでにしておきます．こういう

文章は，どうにも苦手ですので． 
今回の大会開催に当たっての舞台裏を紹介し

ます．大会を開催した習志野キャンパスに在籍す

る本学会の会員は，教員（私）1 名，私の研究室

の博士研究員1名，合わせて2名しかおりません

でした． 
若い会員（自分も若い方だと思っていましたが，

もうそうではなくなってしまったようです…）の

皆様は，大会なんて，ふたつ返事で引き受けても

らえて，実行委員長なんて，簡単に見つかると思

われていらっしゃるかもしれません．しかし，実

際には大会開催の引き受け手を探すのは，かなり

大変な作業です．まあ，まれに，ふたつ返事で引

き受けていらっしゃる方もいるかもしれませんが

…． 
なぜ，すぐに引き受け手が見つからないかとい

うと，開催校は負担が大きいからです．実行委員

会を組織した時に，キャンパス内に，学会に積極

的に関わっている会員やあるいは協力していただ

ける方が何名かいないと開催は難しいと思います．

また，下世話な話になりますが，タダでは開催で

きませんので，金銭的な不安もあります． 
そこで，今大会から負担を減らすために，新し

い試みを導入し，Webサイトの運営とそれに関係

する作業を，（実行委員会ではなく）学会で費用負

担して，外部委託することとしました．委託した

業務の範囲は，大会 Web サイトの作成・更新，

入金確認を含む参加申込，発表申込，予稿原稿の

投稿などです．実行委員会は，これに関わる作業

と費用を負担しなくて済むようになりました．こ

れだけの負担がなくなると，必要になる人員と費

用は，かなり減ります．そういった意味では，今

回は，開催校の会員が少なくても開催できるかど

うかの試金石となる大会でした． 
とは言え，私一人で開催できた訳では，決して

ありません．実行委員会には，学会事務局のメン

バーと，39回大会の大会実行委員長をされた森裕

一先生に加わっていただきました．また，学内か

らは，大森キャンパスの教員，学科内の教員，博

士研究員に実行委員会に加わっていただき，学生

にもお手伝いをいただきました．これだけの強力

なサポートがなければ，無事に開催できなかった

と思います．本当に，ありがとうございました． 
なお，参加者の皆様に，ご不便や不快な思いを

させてしまったこともあると思います．今からで

もかまいませんので，今後のためにも，遠慮なく

ご意見，ご感想を，私までお寄せ下さい． 
最後に，こんな私でも実行委員長が務まるので

すから，今後，ふたつ返事で開催を引き受けてく

ださる方が次々と現れ，開催校が順番待ちをする

くらいになることを，祈っております．
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菊地賢一（きくち・けんいち） 
東邦大学理学部准教授 

東京工業大学大学院理工学研究科修士課程修了．博士（理学）．

(株）三菱総合研究所，大学入試センター研究開発部助手，東

邦大学理学部講師を経て，2005 年 4 月より現職．1997 年～

日本行動計量学会運営委員，2000 年～理事，2003 年～2006

年広報委員長，2006年～2009年運営委員長，2009年～事務

局長． 

 

 

 

役員異動のお知らせ 

  

以下のように学会役員に異動がありました． 

 

・欧文誌編集委員 

橋本 貴充（就任）  

 

・第二次学会活性化検討委員会委員長 

 繁枡 算男（就任） 

 

【学会選出による関連団体等の委員】 

・統計関連学会連合 

・連合大会プログラム委員会委員 

齋藤 朗宏（就任・継続） 

羽鳥 剛史（就任・新規） 

若山 大樹（退任） 

 

・連合大会運営委員会委員 

山田 剛史（就任・継続，委員長） 

宮崎 慧（就任・継続） 

鈴木 雅之（就任・新規） 

 
注） 

・統計関連学会連合副理事長 

岩崎 学（就任） 
（統計関連学会連合担当理事＝連合理事） 

 

 

2013 年度学会賞受賞者について 

 

学会賞選考委員長 

吉野 諒三（統計数理研究所） 

 
1．学会賞受賞者の選考について 

今年度の学会賞の受賞者について，ご報告いた

します． 各賞（功績賞，優秀賞，奨励賞，出版賞） 
について，候補選出のための基本情報を収集する

ための3つのワーキンググループを設置し，候補

者となり得る会員とその業績のリストを完成させ

た．それにもとづいて，選考委員会が審議して最

終候補者の選考を行い，理事会の審議をへて，最

終候補者を決定し，該当者の受賞の承諾を確認し

た上で，最終決定をした．今回は，これまでの作

業の積み重ねで，各ワーキンググループによる資

料収集の結果のリストが充実してきており，選考

委員会では，今更ながら，本学会の会員の業績の

広範さとレベルの高さを再認識した次第である． 
 以下には，各受賞者を選考した理由について簡

単に記す． 
 
2．林知己夫賞（功績賞） 

 林知己夫賞（功績賞）受賞者は，吉村功会員で

ある．吉村会員は基礎統計学を各分野のデータ解

析の実践現場において慎重に適用し，社会的課題

の解決を目指し，行動計量学の理念に相応しい多

大な業績を積み重ねてきた．また，本学会におけ

る各役職を長期にわたって務め，その方面からの

行動計量学の発展にも寄与してきた功績も大きい．

1988年以降長年にわたり，理事，監事を務め，特

に19回大会実行委員長（1991），和文誌編集委員

会（1994-1996），会則検討委員会（1997-1999）
でも活躍されてきた．近年では，2000年から2008
年まで長期にわたり継続して，監事を務められた． 
 大会時の懇親会で，吉村会員の御挨拶でも触れ

られていたが，現在でも，医薬品の許認可などに

絡む医療の問題に，統計を武器として，社会正義

のために闘い続けている生涯現役の姿を示してお

られる．行動計量学を目指す人々の模範であろう． 
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3．林知己夫賞（優秀賞） 

林知己夫賞（優秀賞）受賞者は，金明哲会員で

ある．同会員は，計量文献学研究を中心として，

統計学の適用により，当該分野に新規な方法を導

入し，行動計量学の業績として見本の1つとなる

ような成果をおさめてきた．最近の業績の一部は，

以下のとおりである． 
・金明哲 (2013). 文節パターンに基づいた文章の

書き手の識別. 行動計量学, 40(1), 17-28. 
・金明哲 (2009). 文章の執筆時期の推定. 行動計

量学, 36(2), 89-103. 
・金明哲・村上征勝 (2007). ランダムフォレスト

法による文章の書き手の同定. 統計数理, 55(2), 
255-268.  

 
4．肥田野直・水野欽司賞（奨励賞） 

次の2 名の会員を受賞者とした．各候補は，肥

田野直・水野欽司賞（奨励賞）に相応しい成果を

本学会および他学会で発表してきている．各会員

の業績の一部を記す． 
１ 光永悠彦会員 
・ 光永悠彦・前川眞一 (2013). 多群 IRT モデル

におけるモデル簡素化の評価―水平等化場面

のシミュレーションを通じて―. 行動計量学, 
40(1), 29-42. 

・光永悠彦・星野崇宏・繁桝算男 (2005). 因子ス

コアや潜在変数得点を用いた構造方程式モデ

ルの母数推定の偏りの解決. 行動計量学, 32(1), 
21-33. 

・光永悠彦・前川眞一 (2012). 項目反応理論に基

づくテストにおける項目バンク構築時の等化

方法の比較. 日本テスト学会誌, 8(1), 31-48. 
2 奥村太一会員 
・奥村太一 (2008). 階層的線形モデルによるデー

タ解析に必要なサンプルサイズの決定. 行動計

量学, 35(2), 221-228.  
・Okumura, T. (2007). Sample Size 

Determination for Hierarchical Linear 
Models Considering Uncertainty in 

Parameter Estimates. Behaviormetrika, 
34(2), 79-93. 

・奥村太一 (2009). 小論文課題の評価における熟

達者に対する非熟達者の評価特性の検出. 日本

テスト学会誌, 5(1), 137-143. 
 
5．杉山明子賞（出版賞） 

受賞の対象となった刊行物は以下の1編であり， 
受賞者は著者の大久保街亜（非会員）・岡田謙介（会

員）の2 名の方々である． 
・「伝えるための心理統計: 効果量・信頼区間・検

定力」 勁草書房 （2012/1/26出版） 
 本書は，心理統計をはじめ，各分野のデータ解

析における基礎的な統計量の扱い，特に検定法の

あり方に関する各関連学会の近年の改革を詳細に

かつ簡明に紹介した著作である．行動計量学にお

ける広範な分野の研究者が学ぶべき事柄を啓蒙す

る著作として価値が高いと判定した． 
 
吉野 諒三（よしの・りょうぞう） 
統計数理研究所調査科学研究セ

ンター長・教授 

東京大学心理学科卒業．University of 

California, Irvine, Cognitive Sciences 

Ph.D. course 修 了  (Psychology). 

2003~2009年和文誌編集委員長．2006~2009年事務局長等々． 
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学会賞受賞者より 

 

林知己夫賞（功績賞）を受賞して 

東京理科大学名誉教授 吉村 功 

 

授賞のこと，青天の霹靂でした．光栄のいたり

であると同時に，私などがという想いもあります．  
 現在 76 歳で，今まで何をしてきたかと振り返

ってみたとき，それなりに考えて自分らしくやっ

てきたとは思いますが，サボリ屋であったことも

否定できません．個性は動かせないものだと感じ

ています． 
 自分の特徴としては，論理に厳しいことと，折々

の社会情勢の中で自分ができそうなことを学者と

してではなく一市民として実行すること，がある

と感じます． 
 たとえば今世間を騒がしている「ディオバンと

いう血圧降下薬の臨床試験でデータの改ざんがあ

った」という事件ですが，本来なら私などが気に

する必要のないことでした．それなのに，昨年 6
月頃「2 群比較の臨床試験で 3 年後の 3000 人の

達成血圧が，2 群間で，平均だけでなく標準偏差

まで一致しているのは統計学的に異常だ」という

論文が日本医事新報に掲載されたとき，それは確

かに異常だと即座に感じ，問題の臨床試験の内容

を調べようという気を起こしました．本当に余計

なことでした． 
 定年退職すると，退職者でないと分からない苦

労が生じます．それは今まで水や空気のように取

り寄せていた文献が入手し難くなることです． 
 仕方ありません．過去の伝手をたどって，「＠＠

という文献を取り寄せてくれませんか」とあちこ

ちに依頼しました．うれしいことに，依頼した相

手は労をいとわず，すぐ応じてくれました．感謝

感激です． 
 自分の意見をメモにまとめ，「ディオバン事件に

ついて」という表題で友人達に送ったのは，2013
年の3月でした． 
 受け取った友人の中には，過激な文章だからど

こかに発表するのだったら注意した方が良い，事

件という言い方は悪いことと決めつけているので

避けた方が良い，などの感想がよせられました． 
もともとどこかに公刊するという気が無かっ

たので，助言に感謝して，おとなしくしていたの

ですが，その後の事件の展開は，昨年暮に思って

いた状態を遙かに超えて，政府を動かす事態にま

でなっています．今後の推移も分かりません． 
四日市公害事件，サリドマイド薬害事件，ごみ処

理問題，等等と同じで，今度も，巻き込まれそう

な展開です． 
 どこかで適当に手を引かなくてはならないな，

と思いながらこの原稿を書いています．この原稿

が皆さんの目に触れる頃には，新たな動きが現れ

ているかもしれません．データの改ざん事件なの

で，学会員の皆さんにも注視して頂きたいと思っ

ています． 
吉村 功（よしむら・いさお） 
東京理科大学名誉教授  
1964年3月 東京大学大学院数物系

研究科応用物理専門課程博士課程

修了（工学博士）．東京大学工学部

講師，名古屋大学工学部助教授，東

京理科大学工学部教授を経て，2007

年定年退職．2008年名誉教授．主たる研究分野は応用統計学． 

 
 
 

林知己夫賞（優秀賞）を受賞して 

同志社大学文化情報学部 金 明哲 

 

この度，林知己夫賞（優秀賞）を頂き，大変光

栄に存じます．このような名誉ある賞を頂けたの

は，村上征勝先生をはじめ多くの方々のご指導と

協力があって初めてできたことであります．この

紙面をおかりして，皆様に心よりお礼を申し上げ

ます． 
 1997年，幸運にも北海道の新さっぽろ駅の寿司

屋で林知己夫先生と二人で食事する機会があり，
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データの重要性に関していろいろお教えをいただ

きました．この原稿を書こうと思うと，まずその

情景が頭に浮びます． 
私の研究分野は非常に狭く，約 20 年間テキス

トから書き手の特徴を抽出して処理する研究を続

けてきました．文章の書き手を識別するような問

題では，データの質が非常に重要であり，単に数

式に基づいた統計処理ではなく，まさしく林知己

夫先生が提唱したデータサイエンスであります． 
テキスト型データからデータを抽出する際，そ

の抽出方法によっては特徴がノイズに埋没してし

まいます．たとえば，文の長さのデータを用いて

書き手を判別する研究が数十年前から行われてき

ました．しかし，その書き手の識別率は非常に低

いです．これは，文の長さの分布は文章のジャン

ルや書き手の情緒に大きく依存し，書き手の特徴

（癖）が顕著ではないからです． 
 このような問題点を踏まえ，日本語に適した書

き手の特徴情報の抽出に関する研究を記号論，形

態論，統語論のアプローチから進めてきました． 
 研究を始めるときには，文豪の作品を研究対象

としましたが，文豪の文章における書き手の癖は

比較的に顕著であり，比較的高い確率で書き手を

識別することができます．そこで，10数年前から

一般人が書いた短い文章の書き手の識別に関する

研究を行っています．近年このような研究成果は，

殺人を含む刑事事件にかかわる文章の鑑定に応用

することになりました．昨今刑事事件とかかわり

のある文章の作成者の同定が必要とするケースが

増えています．たとえば，なりすましの携帯メー

ルや掲示板のメッセージ，犯罪予告，犯行声明文

などなど． 
 自分自身の研究活動を振り替えてみるほどこの

栄誉のある賞をいただくのは恥ずかしい限りです

が，本賞の受賞を励みとして，そして受賞者とし

てふさわしい研究者となれるよう，一層努力いた

します．今後とも御指導，ご鞭撻を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます． 
 

金 明哲（きん・めいてつ） 
同志社大学文化情報学部・ 
文化情報学研究科教授 
1994 年総合研究大学院大学数物

研究科統計科学専攻博士後期課

程修了．博士（学術）．国立国語

研究所特別研究員，札幌学院大学

教授を経て，2005より現職． 

 

 

 

肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して 

人事院人材局試験専門官室 光永悠彦 

 

 この度は，このような栄誉ある賞を賜りまして，

大変光栄に存じます．今回の受賞は，大学院にお

ける指導教官である東京工業大学大学院社会理工

学研究科の前川眞一先生をはじめとする諸先生方

のご指導，励まし，お力添えの賜物であると思っ

ております．この場を借りまして深く感謝申し上

げます． 

 小生は大学の学部生のころから尺度構成の仕組

みや方法論，またそれらを用いて実データを分析

し，解釈するという一連の手続きに関心を持って

いました．その頃から，項目反応理論（IRT）や等

化といったテスト理論関係のトピックに興味を持

つようになりましたが，修士課程入学と同時に携

わることになった大規模テストがまさにIRTや等

化の方法論を用いたものでした．当時，右も左も

分からないままIRTを勉強し，実務でその方法論

をデータに適用してみるにつれ，IRT は受験者の

正誤反応から多くの情報を引き出せるという意味

でとても魅力的な方法論だと感じるようになりま

した．しかし，実務に長く携わるようになると，

モデルに当てはまらない正誤反応をしている受験

者が多い場合や，一次元性を仮定できない問題冊

子に一次元を仮定した場合など，理論通りの結果

が得られないことが多く，理論と現実とのギャッ

プが意外と多いことに気づきました． 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 139 号                                 2013 年 12 月 1 日 

6 

 このようなギャップを埋めるべく，実際に行わ

れることが多いと予想される等化方法や試験デザ

インを模したシミュレーションを通じて，より妥

当な推定結果となる方法論の組合せを見出すのが

小生の研究です．我が国においてIRTを用いたテ

ストが普及していくにつれ，テスト得点がより「も

っともらしい」意味を持ち，社会から「あのテス

トの得点は信用できる」と評価されるためには，

IRT を用いた等化方法に関するより多くの知見が

必要であると考えております．また必要に応じて，

新たな方法の開発といった手法も取り入れていき

たいと考えております． 

行動計量学会はテストの研究のみならず，大変

幅広い分野・領域にわたって多士済々の先生方の

研究成果に触れることができ，多数のアドバイス

が頂ける貴重な場です（同時に，小生の知識不足，

勉強不足が露呈し，汗顔の至りとなる場でもあり

ます）．今回の受賞は，このような諸先生方からの

「今後のこの分野の発展に期待する」というメッ

セージでもあると受け止め，これからも研鑽を積

み，鋭意研究に打ち込んで参りたいと思っており

ます． 

光永 悠彦（みつなが・はるひこ） 

人事院人材局試験専門官室試験 

専門官 

東京工業大学大学院社会理工学研究科

修了，博士（学術）．2013年4月より現

職． 

 

 

 

 

肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して 

上越教育大学 奥村太一 

 

 この度は，このような栄えある賞をいただき，

大変光栄に存じます． 

 教員養成系大学に奉職して以来，実践と科学を

統計的手法により架橋する上での課題についてい

ろいろ考えを巡らせてきました．現在は，問題解

決プロセスとその個人差を，項目反応理論にもと

づいていかにモデル化するか思案しています． 

 奨励という温かい言葉で叱咤していただいたお

かげで，度重なる不採択にもめげず頑張ろうとい

う気持ちがわいてきました．今後とも，期待を裏

切らないよう，教育・研究を通じて学会の発展に

貢献して参りたいと存じます．本当にありがとう

ございました． 

奥村 太一 (おくむら・たいち) 

上越教育大学大学院学校教育

研究科講師 

東京大学大学院教育学研究科博士課程

修了，博士(教育学)．日本学術振興会

特別研究員等を経て，2009年4月より

現職． 

 

 

 

杉山明子賞（出版賞）を受賞して 

専修大学人間科学部  大久保街亜・岡田謙介 

 
この度は行動計量学会の杉山明子賞（出版賞）

という栄誉に浴し，著者両名誠に身に余る光栄と

感じております． 
今回の対象としていただいた『伝えるための心

理統計：効果量・検定力・信頼区間』は，近年の

心理学を中心とした諸分野における，いわゆる統

計改革についてまとめ上梓したものです．帰無仮

説検定に偏重した旧来の統計解析に対して，近年

心理学をはじめとして医学，生態学など様々な分

野で見られる批判とそれに代わる方法論の開発・

評価などの研究の流れを統計改革（statistical 
reform）と総称します． 
仮説検定の問題点や限界に対する指摘は，本書

以前にも数多く存在しました．とくに，もとより

学際的性格の強い行動計量学会では，「第三種の過

誤γ」すなわちデータを採取し分析する場合に分

析者の側に生じる解釈の過誤を避ける，というこ
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とが学会を挙げた大きな研究テーマの一つであり

（柳井春夫編『行動計量学への招待』, 2011, 朝倉

書店），その意味では本学会は長年にわたり統計改

革に取り組んできたと言えると思います． 
しかし近年，ビッグデータという言葉に代表さ

れるように旧来ではあり得なかった標本サイズの

データが得られ・分析できるようになり，また研

究の剽窃や再現性に関する問題が社会を騒がせた

りするなど，研究におけるデータの統計分析に対

する注目がこれまでになく高まっています． 
こうした流れの中で，たとえばアメリカ心理学

会の論文投稿マニュアル（APA Publication 
Manual）最新版では，統計改革の流れを受けて，

効果量や信頼区間，検定力に関する記述を著者に

強く求めるようになっています．また，実際に国

際的に評価が高い多くの論文誌で，検定結果にと

どまらずこうした指標を記述しまた解釈に積極的

に活用することが広く一般的になってきました． 
こうした世界的な流れの中で，わが国にこれま

で系統的な書物としては存在しなかった，統計改

革についての理論と実践の教科書を目指したのが

本書になります．本書は2部構成となっておりま

す．第 1 部においては統計改革が起こった歴史

的・理論的背景をまとめました．第2部では効果

量・信頼区間・検定力の理論的な説明と計算法な

ど実践的な使用法を紹介しました． 
著者らの力不足もあり，また頁数の制限もあり，

本書に含めることができなかった話題・ごく簡単

にしか触れられなかった話題も数多くあります．

たとえばメタ分析やベイズ統計学に関する記述は

あくまで導入にとどまるものになっています．本

書をとば口とし，さらなる専門書・論文へと進ん

でいただけましたら大変幸甚です． 
 最後になりますが，本書は専修大学社会知性開

発研究センター／心理科学研究センターにおける

研究プロジェクト「融合的心理科学の創成：心の

連続性を探る（平成23－27年度 文部科学省私立

大学戦略的研究基盤形成支援事業, S1101013）」
の成果の一つです．このプロジェクトにおいて，

個々の専門分野を超えて議論する研究の場を与え

ていただけたことは，本書をまとめる上で大きな

力になりました．また本書の企画・出版にあたり，

勁草書房の永田悠一氏に大変お世話になりました．

改めましてご助言をいただいた先生方・関係者の

皆様にこの場をお借りし，厚く御礼を申し上げま

す． 
大久保 街亜（おおくぼ・まちあ） 
専修大学人間科学部准教授 

東京大学大学院人文社会系研究科博士

課程修了．博士（心理学）．メルボルン

大学博士研究員，専修大学文学部講師，

准教授を経て，2010年4月より現職． 

 

 

岡田 謙介（おかだ・けんすけ） 
専修大学人間科学部准教授 

東京大学大学院総合文化研究科博士

課程修了．博士（学術）．日本学術振

興会特別研究員（PD），専修大学人

間科学部講師を経て，2012年4月よ

り現職． 

 

  
大久保街亜・岡

田謙介（著）『伝

えるための心理

統計: 効果量・

信頼区間・検定

力』勁草書房，

2012年1月．  
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編集委員会からのお知らせ 

編集委員長・和文誌編集委員長 

             林 文（統計数理研究所） 

 

編集委員会では，「行動計量学」に掲載された

論文の執筆者の方に， 下記の文章をお送りしまし

た．まだご返送頂いていない方は， どうぞご協力

のほどよろしくお願いいたします． 
 
「行動計量学」論文著作権の学会への譲渡に関す

るお願い 

 紅葉の候，先生方におかれましては，ますます

ご清祥のこととお喜び申し上げます． 
 さて，日本行動計量学会では，JSTの支援を受

け，本学会和文誌に掲載された全論文を電子アー

カイブサイトJ-STAGEで公開しております．電

子アーカイブ化・公開に関するJSTとの契約条件

として，掲載論文の著作権行使の同意を得る必要

があり，「行動計量学」本体に著作権譲渡について

記載して，それによって，ご執筆いただいた段階

で著作権譲渡に同意をいただいているものとして

きました．しかし，法的には，個人の同意書が必

要であるとの指摘を受けました．そのため，本学

会としましては，「行動計量学」に掲載された論文

について，全ての著者（あるいは相続権をお持ち

のご遺族様）に「著作者人格権を除く著作権，お

よび，他の情報媒体（電子媒体を含む）を通じて

当該著作物およびその書誌情報を公表する権利」

の本学会への譲渡について，あらためてご確認い

ただくことといたしました． 
 なにとぞ，主旨をご理解いただき，譲渡にご同

意いただけましたら，同封の著作権譲渡の書式に

書名捺印の上，2013年11月30日までにご返送

いただきますよう，お願いを申し上げます． 
なお，著作権譲渡に関しては，本学会のウェブ

サイトもご参考になさって下さい． 
お問い合わせは，下記 e-mail address宛，あるい

は学会事務局に郵便にてお願いいたします． 
jbehaviormetrics@gmail.com 

運営委員会より 

運営委員会委員長 大森 拓哉（多摩大学） 
 

平成26年度研究部会の募集 

日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています．研究部会には，一定地域での研究推

進活動や研究普及活動を主な目的とする地域部会，

および，オリジナリティーに富んだ研究成果を挙

げることを目的とする研究グループがあります． 
活動経費は，地域部会については1部会上限5

万円程度，研究グループは1部会5万円（採択件

数は優れた研究計画若干）です．地域部会につい

ては，都心部から東京近郊までを主たる活動地域

とする部会を考えておりません．平成26年度の

研究部会の募集を下記要領で行います．なお，採

否の審査結果は，4月初旬にお知らせする予定で

す． 
 
○提出書類（下記の内容を電子メールにてお送り

下さい．）： 
（1）地域部会：研究部会名，代表者，参加予定

者（会員・非会員別），助成希望金額，活動予

定（この順序で書くこと） 
（2）研究グループ：研究部会名，代表者，参加

予定者（会員・非会員別），研究計画，活動予

定（この順序で書くこと） 
 
○応募締切：2014年1月31日（金）必着 
 
○送付先（問合せ先）： 
日本行動計量学会運営員会委員長 
大森拓哉 
E-mail：ohmori@tama.ac.jp 
 
なお，研究部会に関する規約はWeb ページ 

http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf 
をご参照下さい． 
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第16回春の合宿セミナーのご案内 
第16回春の合宿セミナーを以下の日時・場所

にて開催いたします． 
講義内容や申し込み方法等はメーリングリス

トや下記のウェブサイトにて，順次お知らせいた

します．多くの皆様のご参加をお待ちしておりま

す． 
 

日時：2014年3月13日（木），14日（金）（2日

間） 
場所：帝京大学八王子キャンパス（東京都八王子

市） 
URL：https://appsv.main.teikyo-u.ac.jp/~satoru/ 

societies/bsjspringseminar16/ 
実行委員長：繁桝算男（帝京大学） 
事務局：横山暁（帝京大学） 
お問い合わせ先：運営委員会 大森拓哉 

E-mail：ohmori@tama.ac.jp 
 
 
第41回大会チュートリアルセミナーのご報告 

日本行動計量学会第41回大会実行委員会委員 

  日本行動計量学会運営委員会委員 

              橋本 貴充（大学入試センター） 

 

 日本行動計量学会第41回チュートリアルセミ

ナーが以下のとおり開催されました． 
 
日時:：2013年9月3日（火） 13:00～17:00 
会場：東邦大学習志野キャンパス 
      理学部3号館 1階計算機実習室 
テーマ：マルチレベルモデリング入門 
講師:：杉澤 武俊（新潟大学） 
参加人数：72名 
 
 多段抽出データや個人内反復測定データなど階

層構造を持つデータを分析するための，マルチレ

ベルモデリングについて，杉澤武俊先生をお招き

してお話しいただきました．入門と題しながらも，

実際のデータ分析に十分適用可能なほど幅広い内

容を，非常に丁寧でわかりやすく説明していただ

きました．また，統計分析のフリーソフトウェア

のRを使って，分析の実習も行われました．多く

の方がマルチレベルモデリングの手法を身に付け，

今後，この手法を用いた，より高度な研究が本学

会で発表されることが期待されます． 
 講師の杉澤先生，ならびに熱心な参加者の皆様

に感謝申し上げます． 
 
 
 

広報委員会からのお知らせ 

広報委員会委員長 松本 渉（関西大学） 

 
メールニュースの配信システムの変更とメール

ニュース配信先指定アドレス確認のお願い 

現在メールニュースの配信は，ASAHINETの

メーリングリスト（ML）を利用しています．し

かしその一方，本学会では昨年からマイページの

利用を開始し，マイページ内でも連絡先としてメ

ールアドレスの登録を行っています．そのため，

現在の仕組みでは，会員の皆様が，メールアドレ

スを登録する箇所が二つある状態です． 
しかし，両者は連動しておらず，マイページ内

で登録アドレスを変更しても，メールニュースの

アドレスは連動して変更されません．現状では，

メールニュースの配信先は，別途登録変更して頂

く必要があり，紛らわしい状態となっています． 
そこで，今後メールニュースの配信については，

現在のMLの利用を廃止し，マイページの機能を

利用した配信（マイページに登録したメールアド

レスに配信）に移行することにいたしましたので

ここにお知らせいたします． 
なお，多くの会員の皆様は，マイページ内で指

定した連絡先メールアドレスと学会MLへの現在

の登録メールアドレスが一致しているかと思われ

ます．その場合は，自動的にマイページ内で指定

した連絡先メールアドレスにメールニュースが配
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信されますので，特に作業の必要はありません． 
しかし，マイページ内で連絡先として指定した

アドレスと異なるメールアドレスにメールニュー

スの配信を希望される場合や，マイページでの登

録が現時点で正確でない場合などは，メールニュ

ース配信先を登録し直して頂く必要があります． 
すでに11月12日よりマイページ内でメールニ

ュースの配信先アドレスを指定できるようになっ

ていますので，会員の皆様におかれましては，登

録内容をご確認下さり，必要に応じて指定アドレ

スの変更を行ってくださるようお願いいたします． 
 
求人情報の掲載範囲の拡大について 

 これまで，大学及びそれに準じた組織（国立研

究機関等）の教員公募などの求人情報を，会報や

メールニュースの記事としての掲載および学会ホ

ームページからのリンクの形で配信してきました． 
今後は，賛助会員企業の求人情報についても同様

の取扱いとすることとなりました．ご依頼に応じ

て，会報やメールニュースの記事としての掲載お

よび学会ホームページからのリンクを行います． 
 なお，会員が所属する企業であっても，当該企

業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準じた組

織（国立研究機関等）でない場合には，引き続き

求人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 
また，会報の広告欄への出稿（有料）について

は，求人広告かどうかにかかわらず，引き続きお

引き受けしていますが，出稿される広告は，学会

の目的に沿うものである必要があります． 
 

賛助会員入会および会報の広告掲載の申し込み

先 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  
アカデミーセンター 

 日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
  E-mail: bsj-post@bunken.co.jp  
 

新たな名誉会員に関するご報告 

 名誉会員担当理事 足立 浩平（大阪大学） 

  

行動計量学の発展に多大な功労をなされてき

た 
・久保 武士氏 （現 龍ケ崎済生会病院院長） 
・柳原 良造氏 （現 （株）マーケッティング 
サービス顧問） 

の両氏は，理事会より名誉会員として推薦され，

2013 年 9 月 5 日の総会での承認を経て，名誉会

員となられました． 
 

 
 

事務局からのお知らせ 

事務局長   菊地 賢一（東邦大学） 

 

会則の改正について 

総会で会則第9条，第12条，第13条の改正が

承認されました。 
 

会則 

9．会員で退会しようとする者は退会届を提出し

なければならない。会費長期滞納者については，

理事会の議決により退会したものとみなすこ

とができる。また，理事会は，会員の死亡や失

踪宣告が確認された場合は，退会とみなすこと

ができる。本学会の名誉を傷つけ，または本学

会の目的に著しく反する行為をした会員につ

いては，事前に本人の弁明の機会を与えたうえ

で，理事会の出席者の 3 分の 2 以上の議決に

より，本会から除名することができる。 
12．理事及び監事は，正会員およびシニア会員の

中から互選する。 
理事長は，理事会において互選する。任期中に

理事長が欠けた場合は，速やかに理事会が新た

日本行動計量学会会則第5条 

（3）名誉会員 行動計量学の発展に功労のあっ

た者で，理事会が推薦し，総会の承認を得た者 
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に理事長を選出し，任期は前任者の残任期間と

する。 
委員は，理事会がこれを委嘱する。 
役員の任期は3年とし再選をさまたげない。た

だし理事長は 2 期連続してその職につくこと

はできない。ただし，任期中に理事長が欠けた

場合に選任された理事長は除く。 
13. 理事長は毎年少なくとも 1 回総会を招集する。

ただし必要に応じて臨時総会を開くことがで

きる。 
理事長は必要に応じて理事会を招集する。

理事総数の 3 分の 2 以上（委任状提出者を含

む）の出席で理事会を成立とし，決議は出席者

の過半数をもって決する。議決すべき事項につ

き特別の利害関係を有する理事は，当該事項に

ついて表決権を行使することができない。 
 

 

学会協賛イベントについて 

承認日 協賛イベント 開催 
年月日 

2013年 
9月4 日 

第 16 回情報論的学習

理論ワークショップ

（IBIS2013） 

2013年 
11月10日

～13日

2013年 
9月4 日  

第 33 回医療情報学連

合大会  

2013年 
11月21日

～23日

2013年 
9月24 日 

Joint 7th 
International 
Conference on Soft 
Computing and 
Intelligent Systems 
and 15th 
International 
Symposium on 
Advanced Intelligent 
Systems  

2014年 
12月3日

～6日

（2013年9月～2013年11月承認のもの） 
 

社会調査協会賞の受賞のお知らせ 
社会調査協会副理事長 林 文  

 
第3回社会調査協会賞の受賞式が11月17日に

行われました．受賞された行動計量学会員の方々

についてお知らせいたします．また，これまでの

第1回と第2回の受賞者の方々についても合わせ

てご紹介いたします． 
 
優秀研究活動賞 
・三輪哲氏（東北大学大学院教育学研究科准教授） 
 
『社会と調査』賞 
・樋口耕一氏（立命館大学産業社会学部准教授） 
受賞対象論文：「質問紙調査における自由回答

の分析－KHCoderによる計量テキスト分析の

手順と実際－」『社会と調査』第8号, 
Commentary,  2012 年: 92-96頁. 

・森本栄一氏（株式会社ビデオリサーチ 調査業

務局調査分析部） 
受賞対象論文：「数量化理論の形成」『社会と調

査』第9号, 特集, 2012年: 5-16頁. 
 
第1回社会調査協会賞（平成23年度） 
優秀研究活動賞 
・吉川徹氏（大阪大学大学院人間科学研究科准教

授） 
 
第2回社会調査協会賞（平成24年度） 
『社会と調査』賞 
・福田昌史氏（毎日新聞東京本社編集編成局世論

調査室） 
受賞対象論文：「選挙出口調査の方法と精度」

『社会と調査』第6号, 調査の現場から, 2011年:  
68-76頁. 

 
＊所属は受賞時 
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日本行動計量学会第41回大会のお知らせ 

大会実行委員長  

木村 邦博（東北大学大学院文学研究科） 

 
 来年度（2014年度）の第42回大会を，下記の

通り開催いたします． 
 
日時：2014年9月2日（火）～5日（金） 
場所：東北大学川内北キャンパス 

（仙台市青葉区川内41） 
大会実行委員長：木村邦博（東北大学文学研究科） 
アクセス：http://www.tohoku.ac.jp/japanese/ 

profile/campus/01/kawauchi/index- 
01.html 

 
 このたび，第42回大会を東北大学川内北キャ

ンパスで開催させていただくことになりました．

仙台での開催は，1997年9月の第25回大会以来，

17年ぶりということになります．第25回大会で

も東北大学が「開催校」となりましたが，会場は

仙台市戦災復興記念館でした．東北大学のキャン

パスでの開催は，初めてのことになります． 
 東北大学にはいくつかのキャンパスがあります

が，川内北キャンパスを会場に選んだのには，い

くつか理由があります．第一に，市の中心部とは

広瀬川を挟む形になっているため，静寂な環境の

中で大会を開催することができそうです．第二に，

その一方で，平日であれば仙台市営バスを利用し

てのアクセスが便利な場所にあります．時間帯に

もよりますが，JR 仙台駅からは 15 分程度です．

第三に，「全学教育」のための講義棟や食堂等が中

心のキャンパスですので，多くの方にお集まりい

ただくのに適していると考えました． 
会場の中心となる建物についてはほぼ決定い

たしましたが，あいにく，ちょうど大会開催日程

と同時期（2014年9月3日から5日）に，大学

院国際文化研究科の入学試験が，同じキャンパス

内の他の建物（「講義棟A棟」）で予定されている

ことが判明しました．学会大会にいらしていただ

ける皆様には，申し訳ございませんが，講義棟A
棟にははいらないでいただくとともに，試験時間

帯においては，この試験会場周辺で大きな声での

談笑などをお控えいただくことも含め，試験に支

障があるような騒音が出ないように，ご協力をお

願い申し上げる次第です． 
仙台の9月上旬というと，まだ残暑が厳しいこ

ともありますが（特に近年はその傾向が強いよう

にも思いますが），それでも，東北地方ではまさに

初秋と言える時期です．大会前後に，仙台市内あ

るいは近辺の街を散策されるご予定を立てること

ができるようでしたら，ぜひおすすめしたいと思

います． 
 また，2011 年 3 月 11 日の東日本大震災では，

仙台市も大きな被害を受けましたが，「東北地方の

中核都市」であるためか，他の被災自治体に比べ

ると，復旧・復興の面では恵まれているように思

います．とはいえ，仙台市の中心部から離れると，

特に仙台市から外に出ると，まだまだ震災の爪痕

が残っているところも多いと言えます．復興のた

めに観光を重視しているところもあれば，それ以

外の様々な支援を依然として必要としているとこ

ろもあります．学会前後のご予定をお考えいただ

く際に，このような被災地の状況に関しても，情

報収集をしていただければ，より充実したご旅行

となるのではないかとも思っております． 
 大会実行委員会では，会合やメール会議等で，

学会大会における企画等を検討中ですが，大会開

催期日以外の各種申込期限などのスケジュールは

未定です．しかし，例年同様，特別セッションの

企画募集をした後に，一般研究発表の募集を行う

予定です．今後，各種お申し込み期限などが決ま

り次第，会員向けメーリングリスト，学会Web
ページ，会報を利用して，広報を行わせていただ

きたいと存じます． 
 本大会が有意義な会となりますよう，実行委員

一同，最善を尽くす所存です．多くの皆様のご発

表，ご参加をお待ち申し上げます．どうぞよろし

くお願いいたします． 
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【シリーズ海外レポート⑤】  

 
オーストラリアにおける組織連携と研究事情 

～社会科学系（会計学）を中心として（前編）～ 

 上野 雄史（静岡県立大学） 

 
9 月上旬から一週間という短い期間であったが，

オーストラリアのシドニーで研究調査をする機会

が得られた．今回の研究調査では，オーストラリ

アにおける公認会計士とアクチュアリーとの連携

について調べるのが目的で，調査の準備の過程で

オーストラリアという自分にとっては未知な国に

ついて少なからず学ぶことが出来た． 
 国としてのオーストラリア，もしくはオースト

ラリア在住の研究者の動向については，ほとんど

の日本人は関心が薄いのではないないであろうか．

おそらくオーストラリアに関心のある人の多くは，

文化人類学や生物学などの“Specific”な領域を

研究する場合に限られるであろう． 
 社会科学系の人間にとっては，何と言ってもト

ップはアメリカで，在外留学先としても選択され

ることも多い．アメリカの次の選択肢としては，

イギリスであろうか．今年のノーベル経済学賞も

ユージン・ファーマ，ラース・ハンセン，ロバー

ト・シラーとすべてアメリカの大学の研究者であ

った．この 10 年でアメリカ以外の研究者が受賞

した例は，ごく数名しかおらず，クリストファー・

ピサリデス（ロンドン・スクール・オブ・エコノ

ミックスの所属で，キルギス人）などを除けば，

ノーベル賞受賞者は，たとえ母国がアメリカでな

かったとしても，主な研究拠点をアメリカとして

いるケースがほとんどである． 
今回は，インタビューで聞いたことを踏まえな

がら，オーストラリアの研究事情（主に社会科学

系で，かつ会計学の領域に限定されるが）につい

てお話ししたいと思う．なお，私はオーストラリ

アを専門として研究しているわけではなく，イン

タビューも特定の人にしか行っていない．その意

味で，私自身の勘違いや間違いも多く含んでいる

かもしれない．その点をご了承いただき，ご指摘

いただければありがたい． 

研究におけるオーストラリアの位置づけ 

 その国の研究の位置づけを知るためには，アカ

デミック・ジャーナルを通じて調べるのが一つ有

効な手段であろう． 
各ジャーナルの貢献度を何らかの手段を通じ

て測定し，それを通じてランキングを決めること

が，ジャーナル上もしくはインターネット上でし

ばしば行われている．貢献度を測定する手法は，

大学教員へのアンケート調査だったり，引用件

数・ダウンロード数であったり，様々である． 
余談だが，筆者は今年の5月にパリのEAA（ヨ

ーロッパ会計学会）に参加した際には，ジャーナ

ルのランキングの話で一つのセッションが設けら

れており，大変な盛況であった（私は全く話につ

いていくことが出来なかった）．また自由論題の発

表の場でもジャーナルの分析に関する報告がいく

つか見られた．日本では，あまり気にされないジ

ャーナルのランキングだが，アメリカだけでなく，

ヨーロッパの大学教員もかなりランキングを気に

していることが窺える（もちろん，日本でも領域

によっては，ジャーナルのランキングが存在して

いると思われる）．これはもちろん，教員の評価（大

学でのテニュアの獲得を含む）が，ジャーナルの

ランキングと関連しているためと考えられる． 
Bonner et al.（2006）は，会計学（一部，経済

やファイナンスも含む）の分野における先行研究

を綿密に調査している．その結果，常にトップ 5
のランキングに入るジャーナルを以下のように挙

げている． 
 The Accounting Review 

（アメリカ） 
 Accounting, Organizations and Society 

（イギリス） 
 Journal of Accounting and Economics 

（オランダ） 
 Journal of Accounting Research 

（アメリカ） 
 Contemporary Accounting Research 

（カナダ） 
＊括弧は発行元の国である． 
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非英語圏としてオランダが Journal of 
Accounting and Economicsの発行元として入っ

ている．ただし，編集者は全てアメリカの大学教

員であるため，実質的にはアメリカの大学が主体

となっているジャーナルといっても差支えない．

編集者の中にオーストラリアの大学教員が入るこ

ともあるが，殆どはアメリカの大学教員で占めら

れており，次に多いのがイギリスの大学教員であ

る．Contemporary Accounting Researchは，カ

ナダ会計学会が発行元の雑誌であり，アメリカ，

イギリスが多くを占めるトップジャーナルのラン

キングに食い込んでいるのが印象的である．編集

委員の代表もカナダの大学教員が務めている．た

だし，Bonner et al.（2006）によると，どの調査

でもContemporary Accounting Researchは，ト

ップ3に入ることはなく，常に，四番手，五番手

の位置づけであるようだ． 
オーストラリアの会計学の代表的な雑誌とし

ては，Abacus（シドニー大学が発行元），

Australian Accounting Review（オーストラリア

の公認会計士団体が発行元）があるが，リサーチ

の結果によってはAbacus がトップ5 には入るこ

ともあるものの安定した結果ではないとされてい

る（トップ10には入ることがある）．Australian 
Accounting Review は，ランキング10 の中には

見当たらなかった．このように研究の評価として，

少なくとも会計学の領域においてはオーストラリ

アで行われている研究が評価されていないことが

分かる． 
 

オーストラリアの地理的な特徴 

 オーストラリアの地理的な特徴は，何といって

も国土は大きい一方で，人口が少ないことであろ

う．面積は世界 6 位なのに対し，人口は 55 位と

いうアンバランスな国である．オーストラリア大

使 館 の WEB に 掲 載 さ れ て い る 情 報

（http://australia.or.jp/）によると，オーストラリ

ア本土は，面積769万平方キロメートルで，島と

しては地球上最大である（大陸としては最も小さ

い）．面積はロシア，カナダ，中国，米国，ブラジ

ルに次いで，世界で 6 番目に大きい．EU 全体の

2 倍の大きさである．国土が広いといっても，住

めるスペースは主に沿岸部に限られており，主要

な街もほとんどが沿岸部に集中している．80パー

セント以上の国民が，海岸から100キロメートル

以内の土地に住んでいる． 
もう一つの地理的な特徴は，アメリカからもヨ

ーロッパからも遠いということである．筆者が検

索してみたところ，飛行機で，シドニーとロサン

ゼルスで最短で13時間35分，シドニーとロンド

ンで24時間20分かかる．英連邦の国として，オ

ーストラリアと立場が近い国はカナダである．面

積は世界第2位で，人口は約3千500万人で，オ

ーストラリアと非常に似ている．しかしながら，

アメリカと国境を接しているカナダとは異なり，

アメリカともイギリスとも遠い距離にある（カナ

ダはバンクーバー・ロンドン間の飛行時間は9時

間35分である）．アメリカ，イギリス，カナダと

は地理的に孤立している状況にある． 
 
オーストラリアにおける組織連携 

 こうした学問的な地位の低さ（アメリカと比べ

てだが），地理的な関係のためか，オーストラリア

では，専門職・企業・学会などの組織において，

横断的な編成が行われていることが多い． 
 例えば，今回私が研究調査を行ったケースでは，

公認会計士とアクチュアリーの職業団体の間で，

Accountants’ and Actuaries’ Liaison Committee 
（AALC）という連携委員会を設けており，共通

する問題について定期的に話しあい，国際的な組

織（IASB：国際会計基準審議会）へのコメント

作成を共同で行っている．コメントの作成は確認

できるものとして 2007 年のものがあり，現在も

IASB が関連する基準を発行するたびに必ずコメ

ントを出している．この委員会はお互いに共通す

る問題について，密接に話し合う場であるととも

に，より強い情報発信を行うための委員会でもあ

る．筆者の専門分野においては，他の国において，

異なる職業同士が連携し，情報発信を継続して行

っている例は私が知る限り見当たらない． 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 139 号                                 2013 年 12 月 1 日 

15 

学会においても同様である．隣国のニュージー

ランドと共同で，かつ会計学とファイナンスを横

断する領域の学会として Accounting and 
Finance Association of Australia and New 
Zealand が設けられている．この学会は，

Accounting Association of Australia and New 
Zealand （AAANZ：オーストラリア・ニュージ

ー ラ ン ド 会 計 学 会 ） と  the Australian 
Association of University Teachers in 
Accounting （AAUTA：オーストラリアにおける

会計教育の学会）が，2002年に合併して組織され

た学会である．さらに国境を超えた企業連合体の

例としては，Australia and New Zealand 
Banking Group（ANZ）などがある． 
オーストラリアでは，このように職業や専門分

野，国境を越えた横断的な組織が多数存在してい

る点が非常に興味深い． 
 

 
オーストラリアのアクチュアリー協会の会長で

ある Bozenna 氏とその会員である Brendan 氏，

一番右端が筆者（9月10日に勤務先のE＆Yのシ

ドニーオフィスにて撮影） 
 
 今回の研究調査では，オーストラリアのアクチ

ュアリー協会の会長である Bozenna 氏とその会

員である Brendan 氏にインタビューを通じて，

公認会計士とアクチュアリーとの関係について多

くの質問させて頂いた．インタビューを通じて印

象的だったのは，公認会計士との話し合いにおい

て最初は溝（対立点）が多く，会議は難航したが

が，話し合いを重ねるにつれてその溝が徐々に埋

まってきたというエピソードであった．おそらく，

お互いの利害を超えて，少しずつ距離を縮めよう

とする努力が現れた結果であろう． 
 グローバル化し，複雑化した問題に対応するた

めには，横断的な協力関係が必要なのは言うまで

もない．しかしながら，具体的にそうした横断的

な取り組みには，お互いの利害があり，なかなか

折り合いを見つけることが出来ないことが実情で

あろう．筆者もいくら話し合っても妥協点が見つ

からない会議に何度が参加した経験がある．おそ

らく，皆さんが所属している組織でも日常的にみ

られるのではないだろうか． 
限られた調査で結論付けることは適当ではな

いが，組織間の利害を話し合いにより解決してい

こうとする風土がオーストラリアにはあるのでは

ないだろうか．少なくとも同じ英語圏でも，政府

の閉鎖に陥るまで対立を続けてしまうアメリカと

は異なった文化を持つ国であることは間違いない． 
 

参考文献： 
Bonner, Sarah E., James W. Hesford,Wim A. 
Van der Stede and S. Mark Young (2006), "The 
most influential journals in academic 
accounting," Accounting, Organaizations and 
Society, Vol.36, 663-685. 
 
 

上野 雄史（うえの・たけふみ） 
静岡県立大学経営情報学部 

講師 

関西学院大学大学院博士課程後期課

程修了．博士（商学）．静岡県立大学

助手を経て，2010 年 4 月より現職．

2012 年から日本行動計量学会広報

委員を担当．E-mail:ueno@u-shizuoka-ken.ac.jp 
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2013年度日本行動計量学会総会議事録 
 
日時：2013年9月5日13時15分～14時00分 
場所：東邦大学習志野キャンパスC-101講義室 
 
1．開会の辞 

菊地事務局長より，開会の挨拶があった． 
 
2．大会開催校代表挨拶 

東邦大学の髙橋理学部長より，ご挨拶をいただ

いた．  
 
3．学会挨拶 

岡太理事長より，挨拶があった． 
 
4．議長選出 

大学入試センターの桜井裕仁会員が選出され

た． 
 
5．報告及び議事 

（1）平成24年度事業報告及び決算報告 
菊地事務局長より，平成24年度事業報告及び

決算報告が行われた．続いて，渡部監事より，事

業報告及び決算報告について6月23日に監査を

行い，事実に相違ないことが報告された後，承認

された． 
（2）平成25年度事業計画及び予算案 
菊地事務局長より，平成25年度事業計画及び

予算案の説明があり，承認された． 
（3）会則改正 
岡太理事長より，会則第9条，12条，13条の

改正について説明があり，承認された． 
（4）名誉会員推薦 
足立名誉会員担当理事より，久保武士会員，柳

原良造会員が推薦され，承認された． 
 
6．学会賞授与 

吉野学会賞選考委員長より，選考の経緯，及び

学会賞受賞者とその受賞理由の報告があった．功

績賞を吉村功会員，優秀賞を金明哲会員，奨励賞

を奥村太一会員，光永悠彦会員，出版賞を大久保

街亜氏，岡田謙介会員に授与する発表があり，賞

状及び副賞が授与された． 
 
7．次期大会開催校代表挨拶 

木村実行委員長より，第42回大会は，9月2
日～5日の日程で，東北大学川内北キャンパスで

開催される予定であるとの報告があった． 
 
8．大会実行委員会 

菊地大会実行委員長より，挨拶があった． 
 
9．閉会の辞 

菊地事務局長より，閉会の挨拶があった． 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



文、欧文、運営 (各15万円、
委員会活動費

学会賞基金(林知己夫賞) 2,911,166円 151,260円 150.456円 2,910,362円
功績買10万円1名、1星秀買5カ門11午、
15万円チー般会計より植立

! 田 401918円 61260円 340.856P 柴励 貢 3万 円2 4午

899370 101260 0円 798_110円 出筋巳宮 5万 円2

学会活動積立金 4,808.496Fl 100,380Fl 500,762円 5,208,878Fl
門文誌テンフレート作成99,750円、
nヽ万 円本一処会計上明結寺

会員名簿作成費積立金 800,095円 137,887円 400,130円 11062.338円
10万円を一般会計より積立、
名簿作成137.257円

3.154.027 1.000.499 4.154.526P 100万 円を
一般会計よ

[」hl 800041 800041円 0円 8 0万 円交付 、一 般会 計 に組 み 入れ

日本行動計量学会 自 平成24年4月1日
至 平成25年3月31日

会計監査の結果、事実の通り、相違ないことを証します。

ム
Ｔ
．
声

卜な

材

平成25年 占 月 2と 日   監 事



収入 25年度予算 24年度実績 増減
前年度繰越金 5,999,531 6,679,304 △ 679,773
前年度事業未払繰越金 4,050,000 2,000,000 2,050,000
学会費 5,000,000 5,265,000 △ 265,000
学会費（次年度以降前受け分） 2,500,000 2,258,000 242,000
学会誌売上金 250,000 191,900 58,100
広告費 240,000 516,000 △ 276,000
預金利子 1,000 1,069 △ 69
著作権料 250,000 437,559 △ 187,559
雑収入 0 0 0
各委員会からの返還金等 0 274,711 △ 274,711
学術定期刊行物補助金 0 800,041 △ 800,041
学会活動積立金取り崩し 0 0 0
事務局整備積立金取り崩し 0 0 0
会員名簿発行積立金取り崩し 0 0 0

計 18,290,531円 18,423,584円 △ 133,053円

支出 25年度予算 24年度実績 増減
前年度事業未払分 4,050,000 890,794 3,159,206
学会誌制作費和文誌40-2 2,000,000 1,064,033 935,967
学会誌制作費和文誌41-1 2,000,000 0 2,000,000
学会誌制作費欧文誌40-2 1,200,000 986,646 213,354
学会誌制作費欧文誌41-1 1,200,000 0 1,200,000
シンポジウム費用 300,000 146,620 153,380
各委員会活動費 450,000 579,525 △ 129,525
研究部会費 100,000 0 100,000
学会事務委託費 2,000,000 1,389,918 610,082
印刷費等 50,000 0 50,000
会報発行費 900,000 820,811 79,189
通信費 10,000 950 9,050
インターネット利用料 60,000 51,864 8,136
消耗品費 50,000 15,640 34,360
会合費 250,000 201,651 48,349
雑費 100,000 17,955 82,045
インターネットバンキング利用料 20,000 12,600 7,400
学会誌保管料等 200,000 42,000 158,000
J-stageデータ作成 550,000 0 550,000
大会準備金 300,000 0 300,000
予備費 700,000 0 700,000
各種分担金 80,000 80,000 0
会員名簿作成 0 0 0
学会活動積立金 500,000 500,000 0
事務局整備積立金 1,000,000 1,000,000 0
学会賞基金積立金 150,000 150,000 0
会員名簿作成費積立金 0 400,000 △ 400,000
カード手数料 2,500 1,800 700
その他 68,031 21,246 46,785
当年度事業未払繰越金 0 4,050,000 △ 4,050,000
次年度への繰越金 5,999,531 △ 5,999,531

計 18,290,531円 18,423,584円 △ 133,053円

特別会計（別口座）　　　 期首 支出 収入 期末

学会賞基金（林知己夫賞） 2,910,362円 150,000円 150,000円 2,910,362円

学会賞基金（肥田野・水野賞） 340,856円 60,000円 0円 280,856円
学会賞基金（杉山賞） 798,110円 50,000円 0円 748,110円
学会活動積立金 5,208,878円 0円 500,000円 5,708,878円
会員名簿作成費積立金 1,062,338円 0円 0円 1,062,338円
事務局整備積立金 4,154,526円 0円 1,000,000円 5,154,526円

日本行動計量学会 自 平成25年4月1日
至 平成26年3月31日

奨励賞3万円2件
出版賞5万円1件
50万円を一般会計より積立

100万円を一般会計より積立

備考

実績は欧文誌39-2

備考
功績賞10万円1名、優秀賞5万円1件、
15万円を一般会計より積立

研究部会2件（各5万円）

日本行動計量学会平成25年度予算（案）

第42回大会分

和文誌・欧文誌40-1、J-stageデータ作成、大会準備金
備考

15万円積立

実績は欧文誌40-1

会報4号分

会員向けメーリングリスト、ドメイン名

実績は和文誌39-2
実績は和文誌40-1

学会名義の銀行口座

横幹連5万円、統計関連学会連合3万円

100万円積立
50万円積立

不採択

和文、欧文、運営（各15万円）

滞納分支払いを含む
前受け分

和文誌・欧文誌40-1、J-stageデータ作成、大会準備金
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理事会議事録 

 

2013年度日本行動計量学会第1回理事会議事録 

日時：2013年4月22日（月）18：00～20：00 
場所：大学入試センター3階視聴覚室 
議事進行 岡太彬訓理事長 
出席者 青木繁伸，飽戸弘，朝野熙彦，麻生英樹， 
岩﨑学，大森拓哉（書記），岡太彬訓，菊地賢一， 
椎名久美子，鈴木督久，橋本貴充，林文，松本渉， 
森裕一，森本栄一，山岡和枝，吉野諒三， 
渡辺美智子，村上隆 
 
資料 

1．2012年度第6回理事会議事録案 
2．第41回大会 準備進捗 
3．2012年度総会議事次第 
4．行動計量学会 組織検討委員会 検討報告（2012
年度第6回理事会 資料7） 

5．会則改正案 
6．役員選出に関する細則改正案 
7．理事会出欠機能画面イメージ 
8．理事会出欠機能お見積り 
9．欧文誌編集委員会からのご報告 
10．運営委員会報告 
11．広報委員会報告 
12．「日本行動計量学会大会運営マニュアル」に

ついて 
 
議事 
1．2012年度第6回理事会議事録確認および承認 

菊地事務局長より，資料1にもとづき，議事録

案が示され，承認された． 
 

2．第41回大会 

菊地大会実行委員長より，資料 2 にもとづき，

現在の申し込み状況等が報告された． 
 

3．総会準備・会則改正案 

菊地事務局長より，資料3にもとづき，総会次

第について報告があった．また，資料4にもとづ

き，組織検討委員会での検討内容が報告された．

続いて，資料5にもとづき，会則9，12，13条を

改正し，総会に諮ることとなった．また，資料 6
にもとづき，役員選出に関する細則改正案が承認

され，即日施行することとなった． 
 

4．各委員会報告 

・編集委員会 
林委員長・和文誌編集委員長より，現在の編集

状況，非会員への査読謝礼について報告があった． 
・運営委員会 
大森委員長より，資料10にもとづき，第15回

春の合宿セミナー開催，今年度研究部会採択状況，

大会チュートリアルセミナーについての報告があ

った． 
・広報委員会 
松本委員長より，資料 11 にもとづき，新委員

の追加の提案があり，承認された．Web，メーリ

ングリスト，会報等順調に運用されていること，

さらに SNS 等での新たな活動を検討しているこ

とが報告された． 
・資料アーカイブス委員会 
森本副委員長より，過去の雑誌記事を Web に

掲載すること，提供された資料を順次整理してい

くこと等が報告された． 
・大会担当委員会 
森委員長より，来年度の開催校について調整中

であること，資料 12 にもとづき，大会運営マニ

ュアルを整備していることが報告された． 
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・事務局 
菊地事務局長より説明があり，入会が承認され

た．また，退会の報告があった．今年度科研費新

費目への申請の結果は不採択であったことが報告

された． 
 

5．その他 

・次回理事会開催は平成 25 年 7 月 1 日（月）に

大学入試センターで開催予定． 
 

 

2013年度日本行動計量学会第2回理事会議事録 

日時：2013 年7 月1 日（月）18：10～20：00 
場所：大学入試センター3 階視聴覚室 
議事進行 岡太彬訓理事長 
出席者 飽戸弘，今泉忠，岩﨑学，植野真臣， 
大森拓哉（書記），岡太彬訓，菊地賢一， 
椎名久美子，鈴木督久，橋本貴充，林文， 
星野崇宏，松本渉，森裕一，山岡和枝，吉野諒三， 
村上隆 
 
資料 

1．第41 回大会資料 
2．平成24 年度決算 
3．平成25 年度予算（案） 
4．総会次第 
5．平成24 年度事業報告 
6．平成25 年度事業計画（案） 
7．会則改正案 
8．欧文誌編集委員会報告 
9．広報委員会報告 
10．笹氣出版への未払金リスト 
11．学会賞選考委員会報告 
12．統計教育の質評価に利用する問題および解説 
 

議事 

1．第41回大会 

菊地大会実行委員長より，資料 1 にもとづき，

大会プログラム案，準備進行状況等について報告

があった． 
 

2．第42回大会 

  森大会担当委員長より，第42回大会は東北大

学（木村邦博大会実行委員長）にて開催すること

となったことが報告された． 
 

3. 平成24 年度決算案・25 年度予算案 

菊地事務局長より，資料3にもとづき，平成25
年度予算案について提案があり，総会にて承認を

得ることとなった．また，資料 10 にもとづき，

学会誌発送費未払いについて報告があり，状況を

詳しく調査することとなった．また，資料2にも

とづき，村上監事より平成 24 年度決算について

問題なく監査が終了したことが報告された． 
 

4．学会賞 

吉野学会賞選考委員長より，資料 11 にもとづ

き，各賞候補者が紹介され，承認された． 
 

5．名誉会員 

足立名誉会員担当理事より，回収資料1にもと

づき，2 名が推薦され，総会にて承認を得ること

となった． 
 

6．総会関係 

菊地事務局長より，資料 4，5，6 にもとづき，

総会次第，事業報告案，事業計画案について報告

があった．また，資料7にもとづき，会則改正案

が示され，総会にて承認を得ることとなった． 
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7．各委員会報告 

・編集委員会 
林委員長・和文誌編集委員長より，現在の編集

状況，掲載論文の転載の許諾の様式を作成中であ

ること，J-stage への掲載のタイミングを検討中

であることなどが報告された． 
植野欧文誌編集委員長より，資料8にもとづき，

現在の編集状況が報告された． 
・運営委員会 
大森委員長より，大会チュートリアルセミナー，

春の合宿セミナー，シンポジウムの開催等につい

て報告された． 
・広報委員会 
松本委員長より，会報，メール，Web等の運用

状況が報告され，Facebook についても運用開始

に向けて準備中であることが報告された．また，

新しい入会案内を作成したことも報告された． 
・事務局 
菊地事務局長より，入会の申請・会員種別変更

の説明があり，承認された．また，退会の報告が

あった． 
 

8. その他 

・統計関連学会連合について 
渡辺理事から岩崎理事への，担当理事の交代が

提案され，承認された． 
・横幹連について 
今泉担当理事より，従来と同様の立場をとるこ

とが報告された． 
・統計教育大学間連携ネットワークについて 
今泉理事より，学会として統計教育大学間連携

ネットワークに参加していることが報告された． 
・数学・数理科学と諸科学・産業との協働による

イノベーション創出のための研究促進プログラム

について 

岡太理事長より，ワークショップを申請したい

旨提案があり，承認された． 
・次回理事会開催は平成 25 年 9 月 4 日（水）18
時～東邦大学にて開催予定． 
 
 
 

学会員の受章について 

  
本学会で前理事長を努められた飽戸弘先生（社

会調査協会理事長，東京大学名誉教授，東洋英和

女学院大学前学長）が，2013年秋の叙勲において，

瑞宝中綬章を受章されました． 
心からお祝い申し上げますとともに，会員の皆

様にお知らせいたします． 
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関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
（開催日順に掲載） 

 
☆マーケティング・サイエンス学会第94回研究

大会 

開催日：2013年12月7日～8日 
開催場所：株式会社電通 電通ホール 
http://www.jims.gr.jp/conf.php 
 
☆第6回計算方法論統計学国際大会 

6th International Conference of the ERCIM WG 

on Computational and Methodological 

Statistics (ERCIM 2013)  

開催日：2013年12月13日～16日 
開催場所：University of London, UK 
http://www.cmstatistics.org/ERCIM2013/index.
php 
 
☆第1回QOL/PRO研究会学術集会 

開催日：2013年12月23日 
開催場所：京都府立総合社会福祉会館ハートピア

京都 
http://qol_pro.umin.jp/syukai.html 
 

☆CDISC標準入門セミナー2014  

開催日：2014年1月23日 
開催場所：東京大学医学部2号館3階講堂 
受講料： 
営利団体 （製薬会社，CRO，ITベンダー，一般

企業）：10,000円 
非営利団体 （大学，研究所，NPO等）：5,000円 
学部・大学院学生：1,000円 
http://www.umin.ac.jp/cdisc/index-seminar2014. 
htm 

 
☆第24回日本疫学会学術総会  

開催日：2014年1月23日～25日 
開催場所：艮陵会館，日立システムズホール仙台 
http://www2.convention.co.jp/jea24th/index. 
html 
 

☆数理社会学会第57回大会  
開催日：2014年3月7日～8日 
開催場所：山形大学小白川キャンパス 
演題提出：2014年1月5日〜15日（必着） 
http://www.jams-sociology.org/?p=1024 
 
☆第8回日本統計学会春季集会  

開催日：2014年3月8日 
開催場所：同志社大学今出川キャンパス良心館 
 
☆第33回社会言語科学会研究大会  

開催日：2014年3月15日～16日 
開催場所：神田外語大学 
http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 
 
☆日本発達心理学会第25回大会  

開催日：2014年3月21日～23日 
開催場所：京都大学百周年記念館および吉田南キ

ャンパス 
http://www.jsdp.jp/conf2014/ 
 
☆第9回日本感性工学会春季大会  

開催日：2014年3月22日～23日 
開催場所：北海道大学 
 

☆AAPOR 69th Annual Conference 

開催日：2014年5月15日～18日 
開催場所：the Anaheim Marriott in Anaheim, 
California 
http://www.aapor.org/AAPOR_Annual_ 
Conference.htm#.UoIK3OKGdzQ 
 

☆日本方言研究会 第98回研究発表会  

開催日：2014年5月16日 
開催場所：早稲田大学 
演題提出：2014年2月7日 必着 
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☆日本語学会 2014 年度春季大会  

開催日：2014 年 5 月 17 日～18 日 
開催場所：早稲田大学 早稲田キャンパス 
演題提出：2014 年 1 月 15 日必着 
http://www.jpling.gr.jp/taikai/2014a/2014a_ 
meeting.html 
 

☆日本言語学会第 148 回大会 

開催日：2014 年 6 月 7 日～8 日 （予定） 
開催場所：法政大学 
 
☆第 23 回日本健康教育学会学術大会  

開催日：2014 年 7 月 12 日～13 日 
開催場所：札幌市教育文化会館 
 
☆World Congress of Sociology (WCS) 2014  

開催日：2014 年 7 月 13 日～19 日 
開催場所：パシフィコ横浜 
http://www.wcs2014.net/ 
http://www.isa-sociology.org/congress2014/ 
 
☆Twelfth World Meeting of International 

Society for Bayesian Analysis（ISBA2014） 

開催日：2014 年 7 月 14 日～18 日 
開催場所：Cancun, Mexico 
http://www.aapor.org/AAPOR_Annual_ 
Conference.htm#.UoIK3OKGdzQ 
 

☆日本看護研究学会第 40 回学術集会  

開催日：2014 年 8 月 23 日～24 日 
開催場所：奈良県文化会館，奈良県新公会堂 
演題提出：2014 年 1 月 28 日～2 月 28 日 
http://www.c-linkage.co.jp/jsnr40/index. 
html 
 

☆第 24 回日本家族社会学会大会  

開催日：2014 年 9 月 6 日～7 日 
開催場所：東京女子大学 
 

☆日本心理学会第 78 回大会  

開催日：2014 年 9 月 10 日～12 日 
開催場所：同志社大学今出川キャンパス 
http://jpa2014.com/ 
 

☆第 28 回日本音声学会全国大会  

開催日：2014 年 9 月 27 日～28 日 
開催場所：東京農工大学小金井キャンパス 
 

☆WAPOR 67th Annual Conference 

開催日：2014 年 9 月（予定） 
開催場所：Nice, France 
 

☆日本教育心理学会第 56 回総会  

開催日：2014 年 11 月 7 日～9 日 
開催場所：神戸国際会議場 
http://www.edupsych.jp/soukai/ 
 

☆日本言語学会第 149 回大会  

開催日：2014 年 11 月（予定） 
開催地：愛媛大学 
 
☆Joint 7th International Conference on 

Soft Computing and Intelligent Systems and 

15th International Symposium on Advanced 

Intelligent Systems（SCIS&ISIS2014） 

開催日：2014 年 12 月 3 日～6 日 
開催場所：北九州国際会議場 
演題提出締切：2014 年 6 月 30 日 
http://www.scis2014.org/ 
 
☆第 31 回国際心理学会 

31th International Congress of Psychology 

（ICP2016）  
開催日：2016 年 7 月 24～29 日 
開催場所：パシフィコ横浜 
演題提出締切：2014 年 9 月 
http://www.icp2016.jp/
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会員の著書等 

松原望（著）『松

原望 統計学』

東京図書，2013
年9月． 

 
 
 
 
 
 
 

 
村井潤一郎（著）

『はじめてのR
－ごく初歩の操

作から統計解析

の導入まで』北

大路書房，2013
年10月． 
 
 
 
 

 
村井潤一郎（編著）

『嘘の心理学』ナ

カニシヤ出版，

2013年10月． 
 
 
 
 
 
 
 

 
Yoshio Takane, 
Constrained 
Principal 
Component 
Analysis. 
Chapman/Hall 
CRC Press. 
November, 2013. 
 
 
 

 
丹後俊郎・山岡和

枝・高木晴良（著）

『新版ロジステ

ィック回帰分析 
―SAS を利用し

た統計解析の実

際―』朝倉書店，

2013年11月． 
 

 
 
 
 

 
 

学会誌論文投稿先 

  
学会大会で発表された研究などをできるだけ

論文として投稿して下さい．お待ちしております． 
 
和文誌：「行動計量学」 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 
アカデミーセンター 日本行動計量学会  
林 文 和文誌編集委員長 宛 
E-mail: jbehaviormetrics@gmail.com 
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欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 
電気通信大学大学院情報システム学研究科 
植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 
E-mail: ueno@ai.is.uec.ac.jp 
 
 
既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974年）

に遡って電子化し，JSTで運用している電子アー

カイブサイトJ-STAGE（Journal＠rchive）にて

全文公開（無償での公開）しております．電子ア

ーカイブ化・公開には，創刊号からの掲載論文の

著作権行使（全文電子公開）の同意を論文著者か

ら得る必要があります．1999年の総会以降刊行さ

れた論文については，著作権は日本行動計量学会

に帰属するよう規定が明確に定められましたが，

それ以前に掲載された記事等の著作権は，明確に

定められておりませんでした．電子化し公開する

に当たっては，各論文の著者全員に，本学会への

著作権委譲についての文面をお送りし，多くの著

者のご了解をいただきました．現在までにお返事

をいただいていない著者の論文は，本来は著者か

らの権利委譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB
ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 
に掲載されていますのでご参照下さい． 
 
 

ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数 (2013年11月12日現在) 

正会員       ： 785名 （海外7含む）

準会員       ： 49名  
名誉会員      ： 14名  
賛助会員      ： 23社  
シニア会員     ： 27名  
計         ： 898名  
 
学会誌等寄贈先 ： 

 
8件 

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801  
東京都新宿区山吹町358-5 アカデミーセンター 
日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 
Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 
会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 
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に接続して，そこの指示にしたがって，作業を行

って下さい．なお，会員であることを確認するた

めに会員番号が必要ですので，学会からの送付物

の宛名シールなどを用意して下さい．よろしくお

願いします． 
（注意）2013年12月中旬より配信システムが変

更されます。 
 

会員専用ページへのアクセス 
 学会Webページへの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過去

のメーリングリストアーカイブ」（過去のメールニ

ュース）のページにアクセスする際には，以下の

ユーザー名とパスワードの入力が必要となります． 
ユーザー名：bsj   
パスワード：1973 

 
マイページへのログイン 
 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 
会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が出版された本や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，公募情報（賛助会員企業の求人情報も含む）

などの情報ついて，会員の皆様から原稿を募集し

ております．過去の会報の形式を参考にして原稿

をおまとめいただき，下記の送付先までお送り下

さい．なお，2011年度から，日本行動計量学会で

は「杉山明子賞（出版賞）」が創設されました．出

版賞では，会員の過去3 年程度に刊行された優れ

た図書の著者・訳者が対象となっています．本会

報の「会員の著書等」の紹介コーナーは，会員の

方々が著書等を出版されたことをアピールできる

数少ない機会であると思いますので，優れた書籍

の推薦や情報の提供などをお寄せいただけますよ

うお願いいたします．なお，会員の方がご自身で

出版された著書についてご連絡いただく際には，

書誌情報とともに（出版社から入手した）書影を

お送り下さいますようお願いいたします． 
編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号140号の場合には1月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 
※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 
会報原稿送付先 

〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1 
首都大学東京都市教養学部経営学系 中山厚穂 
E-mail: atsuho@tmu.ac.jp  
TEL: 042-677-2316 

 
編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました．今後も，これまで

と同様に皆様からのご意見をお伺いしながら，皆

様のお役に立てるような魅力ある充実した会報と

なるように努めていきたいと考えております．ご

意見，ご要望，その他会報に掲載すべきと思われ

る情報などございましたら，ご連絡下さいますよ

うお願い申し上げます． 

（なかやま あつほ，中山 厚穂） 

題字：林知己夫 

広報委員会委員長：松本渉 

会報作成担当：中山厚穂・阿部貴人・上野雄史・ 

江口幸治・木村邦博・城川美佳・鄭躍軍・ 

朴堯星・星野崇宏・山田剛史 

相談役：森裕一 
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